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＜要旨＞ 
　岩手県束稲山麓地域では近年、過疎化や高齢化が進行し、集落機能や農地・山林の保全管理機能の低下が懸念されるよう
になってきた。そこで、北上川流域の水田と中山間地域の棚田などを組み合わせた独自の複合的な農林業システムを地域活
性化に繋げたいと考え、2019年6月に「世界農業遺産」の認定申請を行い、地域活性化に繋げようとした。しかしながら、
農林業システムと地域との関係が不明瞭と評価委員より指摘を受けて一次審査不通過となった。そのため本研究では、農林
業システムと地域との関係の明確化を目的とする。この成果は「世界農業遺産」認定ひいては地域活性化に役立つだけでは
なく、地域研究史としての価値も高い。

１　研究の概要（背景・目的等）
　束稲山麓地域（図1、図2）では近年、過疎化や高齢化が
進行し、集落機能や農地・山林の保全管理機能の低下が懸
念されるようになってきた。そこで、当地域が持つ、北上
川流域の水田と中山間地域の棚田などを組み合わせた独自
の複合的な農林業システムを地域活性化に繋げたいと考え
ている。そのため、農林業システムの特徴（メリット・デ
メリットなど）やそれに至った背景（伝統・文化）につい
て、統計資料だけではなく実情を踏まえた調査・分析を行
うことで農林業システムの実態を把握し、地域住民に「他
地域と比べて誇れる」と再認識させることで地域の維持・
活性化に繋げることを目的とする。
　束稲山麓地域は、協働研究団体より世界農業遺産への認
定申請書が提出されたが（平成30年６月）、一次審査は不
通過となった。一方では、地域住民の地域への関心を向け
ることに成功していることもあり、世界農業遺産認定に向
けた再挑戦の動きが活発である。不通過理由は「農業実情
（農林業システム）の明確化が不十分」ということであっ
た（評価委員からの指摘）。そのため、本研究の成果は世
界農業遺産認定への土台にもなる。
【世界農業遺産とは】
　社会や環境に適応しながら継承されてきた独自性のある
伝統的な農林水産業と、それに密接に関わって育まれた文
化、ランドスケープ及びシースケープ、農業生物多様性な
どが相互に関連して一体となった、世界的に重要な伝統的
農林水産業を営む地域（農林水産業システム）を、国際連
合食糧農業機関（FAO）が認定する制度である。

２　研究の内容（方法・経過等）
①資料・文献調査・統計資料の集計作業、②県・市・集落
（土地改良区、農家の組織など）・農家・住民への現地訪
問による聞き取り調査、を行う。「地域の見える化」を意
識し、郷土史文献の掘起し、当事者（高齢の方）へのヒア
リングのほかに、貴重な写真資料、映像、音声（インタ
ビュー）の保存と保管について工夫模索した。
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図1．束稲山麓地域／航空図

図2．束稲山麓地域／地図
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図4．沖積地農地と中山間地農地との併有／分布図

図3．洪水の歴史を伝えるポスターや看板

図7．遊水地事業（左）と用水配分システム（右）

図8．商品開発（農業経営組織）

図6．土地利用における知恵と知識

図11．地域の古跡と伝統的食文化

図9．水害対策の名残

図5．安全性を高めるための家屋作りと分家方法

図10．環境保全活動

３　これまで得られた研究の成果
　下記の⑴～⑶が明らかになった。これは埋もれて表に出
ていなかった歴史的文献の発掘に繋がる成果ともなった。
また、当初の目標は、束稲山麓地域の世界農業遺産認定に
向けての基礎的調査研究を設定していた。しかし、申請を
目指す地元住民や協議会の方々の真剣さと情熱に共鳴し、
基礎的調査を超えた内容に発展する結果となった。いわ
ば、地域の問題解決のための、実装段階に近いような作業
を行ってきたともいえよう。
⑴「水害」と共生すべく闘ってきた知恵と対策によって農
林業システムが形成された

４　今後の具体的な展開
　束稲山麓地域の「農林業システム」の仕組みを明らかに
することはできた。しかしながら、「持続可能な農林業シ
ステム」を提案するためには地域構造の変動（いつ、な
ぜ、どのように形成されたのか）について未だ不明瞭であ
るため、今後は解明を究めていく。
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⑶観光の目玉になり得る文化資源が存在している

⑵農林業システムを持続・発展させるために社会組織によ
る取組が成されている

表1．沖積地農地所有農家の山麓部農地との併有率

沖積地所有農家戸数（戸） 併有戸数（戸） 併有率（％）

一関市舞川地区 271 213 78.6

奥州市生母地区 690 423 61.3

平泉町長島地区 448 391 87.3

地区計 1,409 1,027 72.8

※沖積地は商品目的の作物を作付けており、かつては桑・麻などで
あった。遊水地が整備された現在は米や小麦などに変遷してい
る。

※中山間地は自然災害に備え、食料確保のために主食の水稲を作
付けしている。
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